
　年末は何かと慌ただしく、ドライバーや歩行者などの注意力が散漫になる
ことが多くなるなど、交通事故が増加します。また、隙を狙った犯罪も多発
します。事故や犯罪被害に遭わないよう、日頃から対策を心掛けましょう。

交通事故防止のポイント
●夕暮れ時と夜間に、明るい服
装の着用や反射材用品を活用
する
●運転中のスマートフォンなどの
使用禁止や、飲酒運転などの
悪質・危険な運転を根絶する

●自転車などのヘルメット着用
と交通ルール・マナーを守り、
安全に走行する

防犯のポイント
●特殊詐欺の被害防止
　お金・カードに関する電話は、全て詐欺を疑う（ATMで還付
金手続きはできない）。

●住宅への侵入盗防止（防犯4原則／時間・光・音・地域の目）
　確実に施錠し、補助錠を活用する。住民同士が連携し、不審
者への声掛けを行う。家の周り、室内を明るくする。

●自動車盗の防止
　ナンバープレートを盗難防止ねじに交換。確実にドアロックす
る。ハンドル固定、車輪止めなどを行う。

各種防犯パトロールにご協力を
　市や地域の自主防犯活動を行うパトロール隊が、青色回転灯パト
ロールなどを実施しています。また、年末に向けて、市内の各町内会な
どでは、さまざまな形で防犯パトロールが行われる予定です。「犯罪の
ないまちづくり」は、地域住民、警察、行政の協力が不可欠です。

問い合わせ先／尾張東部衛生組合 ☎54-1643

問い合わせ先／市役所市民活動課交通防犯係 ☎76-8128

　家庭から発生する燃えるごみなどの処理をしている晴丘センターは、稼働から30年以上が経過し、
約10年後に施設の寿命を迎えます。万が一、故障などで動かなくなると、区域内（瀬戸・尾張旭・長久
手市）で発生するごみの処理ができなくなります。
　晴丘センターを運営する尾張東部衛生組合では、将来にわたって安定的にごみが処理できるよう
に、施設更新（新施設の建設）の準備を進めています。
　今年度は、施設更新に関する計画として、施設整備基本構想と一般廃棄物（ごみ）処理基本計画を
策定し、令和6年１月頃からパブリックコメントを実施する予定です。
　令和6年度からは5年程度かけて、新施設をより
環境に優しいものにしていくための環境影響評価な
どの調査を行い、住民の皆さんからの意見を踏まえ
て、環境保全の見地から望ましい施設にしていく予
定です。ご理解とご協力をお願いします。

12月1日～10日
年末の交通安全市民運動

12月11日～20日
年末の安全なまちづくり市民運動
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